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全
国
植
樹
祭
が
、
本
年
六
月
十
日
、
福
島
県
と
当
機
構
の
共
催
の
も
と
、
同
県
南
相
馬

市
原
町
区
雫
地
区
の
海
岸
防
災
林
整
備
地
内
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
で
六
九
回
目
と
な
り
ま
す
全
国
植
樹
祭
は
、
戦
中
・
戦
後
を
通
じ
た
国
土
の
荒
廃

を
背
景
に
、「
荒
れ
た
国
土
に
、
緑
の
晴
れ
着
を
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、「
国
土
緑
化

運
動
の
中
心
的
行
事
」
と
し
て
、
昭
和
二
五
年
（
一
九
五
〇
）
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

当
時
、
一
五
〇
万
㌶
も
の
荒
廃
地
が
存
在
し
た
と
も
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
う
し

た
国
土
緑
化
運
動
の
結
果
、
か
つ
て
荒
廃
し
て
い
た
日
本
の
国
土
に
は
豊
か
な
緑
が
よ
み

が
え
り
、
一
、
〇
〇
〇
万
㌶
以
上
の
人
工
林
資
源
が
造
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
意
味
で
は
、
国
土
緑
化
運
動
は
当
初
の
目
的
を
達
し
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
そ
の
後
、
地
球
温
暖
化
を
は
じ
め
と
す
る
環
境
へ
の
関
心
が
高
ま
る
と
と
も
に
、

水
源
の
涵
養
は
も
と
よ
り
地
球
温
暖
化
防
止
や
生
物
多
様
性
保
全
な
ど
、
森
林
の
持
つ
多

面
的
機
能
が
見
直
さ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
我
が
国
の
森
林
は
、
森
林
資
源
が
年
々
成
熟
し
て
き
た
の
に
対
し
、
国
産
材
の

需
要
の
減
少
や
後
継
者
不
足
に
よ
っ
て
、
間
伐
な
ど
の
手
入
れ
が
行
き
届
か
ず
、
本
来
の

機
能
を
発
揮
で
き
て
い
な
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
造
成
さ
れ
た
森
林
を
適
切
に
利
用
し
、
次
世
代
に
よ
り
よ
い
か
た
ち
で
引
き
継
い

で
い
く
こ
と
が
、
現
在
の
最
大
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
国
民
に
森
林
の
大
切
さ
を

訴
え
る
全
国
植
樹
祭
は
、
引
き
続
き
国
土
緑
化
運
動
の
中
心
行
事
と
し
て
運
動
を
牽
引
し

て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

福
島
で
の
植
樹
祭
の
開
催
は
、
昭
和
四
五
年
の
第
二
一
回
大
会
に
次
い
で
二
回
目
と
な

り
ま
す
。
植
樹
祭
は
、
毎
回
、
そ
の
時
代
、
地
域
に
即
し
た
テ
ー
マ
で
開
催
さ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
今
回
の
福
島
大
会
で
は
、「
育
て
よ
う　

希
望
の
森
を　

い
の
ち
の
森
を
」
を

大
会
テ
ー
マ
に
、
東
日
本
大
震
災
と
原
子
力
災
害
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
福
島
県
が
、

緑
豊
か
な
ふ
る
さ
と
の
再
生
を
進
め
て
い
く
上
で
、
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
大
会
と
し
た
い
と

の
強
い
思
い
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　

共
同
開
催
者
で
あ
り
ま
す
当
機
構
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
本
植
樹
祭
が
す
ば
ら
し
い
大

会
と
な
り
ま
す
よ
う
、
そ
の
成
功
に
向
け
福
島
県
と
と
も
に
鋭
意
準
備
を
進
め
て
参
り
ま

す
の
で
、
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第69回全国植樹祭
福島開催に寄せて

公益社団法人国土緑化推進機構　
理事長　佐々木　　毅
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◇ 

式
典
木
製
品 

◇

　

式
典
で
用
い
る
木
製
品
は
、
豊
か
な
森
林
を
次
の
世
代
に
継
承
す
る
意

味
を
込
め
て
、
昭
和
四
五
年
の
第
二
一
回
全
国
植
樹
祭
に
お
い
て
昭
和
天

皇
よ
り
お
手
播
き
い
た
だ
い
た
飯
豊
ス
ギ
を
使
用
し
、「
お
手
播
き
箱
」、

「
お
手
播
き
枡
」、「
お
手
播
き
枡
盆
」、「
お
手
播
き
樹
種
表
示
板
」、「
お

手
植
え
鍬
」、「
お
し
ぼ
り
受
け
」、「
お
し
ぼ
り
受
け
盆
」、「
演
台
」、「
演

台
祝
辞
入
れ
」、
木
製
地
球
儀
を
掲
示
す
る
「
シ
ン
ボ
ル
台
」
の
十
種
類

が
製
作
さ
れ
ま
す
。

◇ 

飾
　
　
花 

◇

　

県
内
の
高
校
生
が
歓
迎
の
気
持
ち
を
込
め
て
育
て
た
花
な
ど
を
飾
り
、

会
場
の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
ま
す
。
特
に
お
野
立
て
所
周
り
は
、
ト
ル
コ

ギ
キ
ョ
ウ
な
ど
県
内
産
の
代
表
的
な
花
き
の
生
花
で
飾
り
ま
す
。

式
典
で
使
用
す
る
木
製
品
と
、
会
場

を
彩
る
飾
花
を
紹
介
し
ま
す
。

第
六
九
回
全
国
植
樹
祭
福
島
県
実
行
委
員
会
事
務
局

（
福
島
県
農
林
水
産
部
全
国
植
樹
祭
推
進
室
内
）

御鍬（参考例：第68回全国植樹祭（富山県））

お手播き箱（参考例：第67回全国植樹祭（長野県））

〈飾花一覧〉
初夏から晩秋までの長い間花を咲かせ続け
るところから「百日草」とも呼ばれ、夏花
壇素材として親しまれています。花言葉は
「絆」、「遠い友を想う」。

福島県で生産される代表的な花きの一つであ
り、色や形状が多様です。優雅で気品ある雰
囲気から切り花として親しまれています。花
言葉は「希望」、「優美」。

夏花壇を彩る代表的な品目であり、暑さや
乾燥に強く、初夏から霜が降るまで楽しめ
ます。花言葉は「尊敬」、「知恵」、「家族愛」。

春の到来とともに咲き誇るマーガレット。可
憐な見た目と清楚な花姿で、庭をさわやかに
彩ります。花言葉は「誠実」、「真実の愛」。

高温多湿に強く、手入れも容易なため、夏
花壇によく用いられます。黄色の小花を長
期間にわたり休みなく咲かせます。花言葉
は「元気」、「小さな親切」。

花付きの良さ、花色の豊富さ、育てやすさな
どから多くの人に愛好され、初夏から秋の草
花として定番になっています。花言葉は「心
の安らぎ」。

鮮やかな花色で、草丈が低くコンパクトにま
とまりやすく、花期も長いため、花壇などに
使われています。花言葉は「親切」、「片思い」。

丈夫で花期が長く、次々と花を咲かせながら、
こんもりと大きく茂ります。花壇に植える花
として広く親しまれています。花言葉は「信
頼」、「幸せを得る」。

花期が長く、勲章のように鮮やかな花を咲か
せます。光沢のある花弁は太陽の光を受け、
キラキラと美しく輝きます。花言葉は「きら
びやか」、「身近な愛」。

ジニア トルコギキョウ

サルビア マーガレット

メランポジウム ペチュニア

ベゴニア

アゲラタム

ガザニア
設置イメージ
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平
成
三
〇
年
度
県
林
業
関
係
当
初
予
算

　

森
林
計
画
課
は
、
森
林
計
画
関
係
（
地
域
森

林
計
画
、
市
町
村
森
林
整
備
計
画
、
森
林
経
営

計
画
、
森
林
審
議
会
、
国
有
林
と
の
調
整
等
）、

森
林
環
境
税
の
総
合
調
整
、
森
林
整
備
地
域
活

動
支
援
交
付
金
事
業
及
び
森
林
林
業
関
係
各
課

の
調
整
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

■
平
成
三
十
年
度
予
算

　

○
県
総
予
算
（
一
般
会
計
）

 

一
、
四
四
七
、
二
一
二
百
万
円

 

（
対
前
年
比　

八
四
・
二
㌫
）

　

○
農
林
水
産
部
予
算
（
一
般
会
計
）

 

一
三
六
、
六
三
七
百
万
円

 

（
対
前
年
比　

一
一
七
・
〇
㌫
）

　

○
森
林
林
業
関
係
予
算
（
一
般
会
計
）

 

三
〇
、
四
七
二
百
万
円

 

（
対
前
年
比　

九
二
・
〇
㌫
）

　

今
年
度
の
農
林
水
産
部
の
当
初
予
算
に
つ
い

て
は
、
福
島
県
農
林
水
産
振
興
計
画
「
ふ
く
し

ま
農
林
水
産
業
新
生
プ
ラ
ン
」
の
め
ざ
す
姿
の

実
現
に
向
け
て
、
重
点
戦
略
に
掲
げ
る
「
避
難

地
域
に
お
け
る
農
林
水
産
業
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
始
め
と
す
る
九
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

重
点
的
・
戦
略
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、「
東

日
本
大
震
災
及
び
原
子
力
災
害
か
ら
の
復
興
」

を
始
め
と
す
る
七
つ
の
施
策
の
展
開
方
向
を
柱

に
編
成
し
て
い
ま
す
。

■
森
林
環
境
税
を
財
源
と
す
る
事
業

　
　
　

森
林
環
境
基
金
事
業

　

森
林
と
の
豊
か
な
関
わ
り
を
未
来
の
子
ど
も

た
ち
へ
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、
森
林
環
境
税

を
導
入
し
、
全
て
の
県
民
と
企
業
の
皆
さ
ま
に

支
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、「
県
民
一
人
一
人

が
参
画
す
る
森も

　
り林
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

森
林
環
境
税
は
、
水
源
の
か
ん
養
等
の
森
林

の
持
つ
公
益
的
機
能
を
確
保
す
る
こ
と
が
県
民

生
活
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
森
林

環
境
の
保
全
と
森
林
を
す
べ
て
の
県
民
で
守
り

育
て
る
意
識
の
醸
成
に
関
す
る
施
策
の
財
源
と

し
て
、
県
民
税
均
等
割
に
加
算
す
る
方
式
で
納

め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
は
、
使
途
が
特
定

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、「
森
林
環
境
基
金
」
を
設

け
、
他
の
財
源
と
区
分
し
て
積
立
て
活
用
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

第
三
者
機
関
で
あ
る
「
森も

　
り林
の
未
来
を
考
え
る

懇
談
会
」
の
意
見
を
伺
う
と
と
も
に
、
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
事
業
の
実
施
状
況
を
公
表
す
る
な

ど
、
透
明
で
公
正
な
執
行
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
三
〇
年
度
森
林
環
境
基
金
事
業
の
当
初

予
算
額
は
十
三
億
七
、
六
一
三
万
九
千
円
で
森

林
林
業
総
室
内
四
課
一
室
、
土
地
・
水
調
整
課
、

環
境
共
生
課
、
一
般
廃
棄
物
課
、
建
築
指
導
課
、

高
校
教
育
課
の
計
九
課
一
室
が
担
当
し
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
森
林
計
画
課
が
実
施
す
る
森
林
環

境
基
金
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
森
林
環
境
適
正
管
理
事
業

　

森
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
活
用
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サ
イ
ト
（
ふ
く
し
ま
森
ま
っ
ぷ
）
の
運
営
や
森

林
情
報
の
受
発
信
等 

六
、
三
四
三
千
円

②
森
林
環
境
交
付
金
事
業

　

市
町
村
が
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
行
う
き
め

細
か
な
森も

　
り林
づ
く
り
を
支
援

 

三
一
六
、
五
四
三
千
円

③
ふ
く
し
ま
か
ら　

は
じ
め
よ
う
。
森も

　
り林
と
の

き
ず
な
事
業

　

森
林
環
境
に
関
す
る
情
報
発
信
と
、
森も

　
り林
づ

く
り
活
動
の
浸
透
・
拡
大
等

 

一
五
、
四
二
四
千
円

④
ふ
く
し
ま
の
森
林
文
化
継
承
事
業
（
一
部
）

　

福
島
県
の
森
林
文
化
調
査
、
森
林
文
化
の
公

開
体
験
等 

四
、
八
四
九
千
円

⑤
森
林
環
境
等
調
査
発
信
事
業

　

小
学
校
に
導
入
さ
れ
た
木
製
家
具
の
使
用
状

況
を
調
査
し
発
信 

一
、
三
五
一
千
円

⑥
森
林
環
境
基
金
運
営
事
業

　

森も
　
り林
の
未
来
を
考
え
る
懇
談
会
の
運
営
等

 

一
、
一
五
五
千
円

■
地
域
森
林
計
画
の
編
成
等

　

地
域
森
林
計
画
は
、
森
林
の
持
つ
多
面
的
な

機
能
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
森
林
の
保

全
や
森
林
整
備
の
目
標
な
ど
の
基
本
的
な
事
項

等
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
市
町
村
及
び

森
林
所
有
者
等
に
森
林
施
業
上
の
指
針
及
び
規

範
を
示
し
、
そ
の
適
切
な
施
業
の
確
保
を
図
る

た
め
、
民
有
林
を
対
象
と
し
て
五
年
ご
と
に
十

カ
年
の
計
画
を
策
定
す
る
も
の
で
す
。

　

本
年
度
は
、
県
中
農
林
事
務
所
管
内
に
お
い

て
、
阿
武
隈
川
地
域
森
林
計
画
策
定
に
必
要
な

現
況
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

 

七
、
一
七
三
千
円

　

ま
た
、
市
町
村
が
作
成
す
る
林
地
台
帳
を
管

理
・
活
用
す
る
た
め
の
森
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
等
の
シ
ス

テ
ム
整
備
の
取
組
に
対
し
て
支
援
を
行
い
ま

す
。 

一
四
、
八
一
四
千
円

■
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金
事
業

　

森
林
の
多
面
的
機
能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る

に
は
、
間
伐
等
の
森
林
整
備
を
継
続
的
に
実
施

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

当
事
業
で
は
、
持
続
的
な
森
林
経
営
の
実
現

や
、
計
画
的
な
森
林
整
備
の
着
実
な
実
行
に
不

可
欠
な
「
森
林
経
営
計
画
」
の
策
定
を
推
進
す

る
た
め
、
森
林
所
有
者
や
森
林
組
合
、
林
業
事

業
体
等
が
実
施
す
る
次
の
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

①
「
森
林
経
営
計
画
作
成
促
進
」
へ
の
支
援

　

森
林
経
営
計
画
の
認
定
を
受
け
て
い
な
い
森

林
に
お
い
て
、
森
林
所
有
者
や
森
林
組
合
、
林

業
事
業
体
等
が
行
う
森
林
経
営
計
画
の
策
定
の

た
め
に
必
要
な
森
林
情
報
の
収
集
・
整
理
や
、

計
画
区
域
の
検
討
、
計
画
参
画
へ
の
森
林
所
有

者
の
同
意
取
得
等
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

②
「
森
林
経
営
計
画
作
成
促
進
（
経
営
委
託

型
）」
へ
の
支
援

福
島
県
農
林
水
産
部

森
林
づ
く
り
の
計
画
・
調
整 

▼
森
林
計
画
課
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①
に
加
え
、
森
林
整
備
に
必
要
な
森
林
の
現

地
調
査
や
路
網
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
も

と
に
森
林
所
有
者
に
森
林
整
備
の
提
案
を
行
う

等
、
森
林
経
営
の
委
託
契
約
を
締
結
す
る
た
め

の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

③
「
不
在
村
者
の
現
地
立
ち
会
い
」
へ
の
支
援

　

①
及
び
②
の
活
動
に
際
し
、
不
在
村
森
林
所

有
者
の
現
地
立
ち
会
い
や
合
意
形
成
活
動
を
支

援
し
ま
す
。

④
「
森
林
の
位
置
情
報
の
確
認
」
へ
の
支
援

　

③
に
加
え
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
る
境
界
確
定
を
支

援
し
ま
す
。

⑤
「
森
林
境
界
の
明
確
化
」
へ
の
支
援

　

地
域
森
林
計
画
に
お
い
て
、
境
界
の
確
認
や

測
量
に
必
要
な
森
林
情
報
の
収
集
、
境
界
が
不

明
瞭
な
森
林
で
行
う
境
界
の
確
認
や
測
量
、
情

報
の
整
理
・
保
存
、
市
町
村
へ
の
情
報
提
供
等

の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

⑥
「
施
業
集
約
化
に
向
け
た
条
件
整
備
」
へ
の

支
援

　

施
業
集
約
化
を
進
め
る
上
で
重
要
と
な
る
既

設
路
網
の
簡
易
な
改
良
を
支
援
し
ま
す
。

 

一
〇
、
九
八
五
千
円

■
森
林
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
事
業

　

森
林
内
に
お
い
て
放
射
性
物
質
の
広
域
的
・

継
続
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
行
い
ま
す
。

①
森
林
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
事
業

　

森
林
に
お
け
る
汚
染
状
況
の
変
化
等
を
把
握

す
る
と
と
も
に
、
放
射
性
物
質
対
策
を
推
進
す

る
た
め
に
、
県
内
各
地
の
民
有
林
に
お
い
て
、

森
林
内
の
空
間
線
量
率
や
立
木
等
の
放
射
性
物

質
の
濃
度
を
調
査
し
、
併
せ
て
調
査
結
果
の
評

価
・
分
析
等
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

に
表
土
流
出
防
止
工
、
被
覆
工
及
び
森
林
整
備

を
施
工
し
た
森
林
に
お
い
て
、
各
工
種
の
効
果

に
つ
い
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
い
、
空
間
放
射

線
量
率
や
放
射
性
物
質
の
動
態
変
化
に
つ
い
て

デ
ー
タ
の
蓄
積
と
解
析
を
行
い
ま
す
。

 

一
八
〇
、
五
九
〇
千
円

②
ふ
く
し
ま
森
林
再
生
推
進
事
業

　

森
林
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
地
周
辺
の
森

林
や
森
林
所
有
者
情
報
の
精
度
向
上
を
図
る
た

め
、
衛
星
画
像
に
よ
る
樹
種
判
読
や
登
記
情
報

に
基
づ
き
森
林
計
画
図
及
び
森
林
簿
情
報
を
更

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
本
県
の
森
林
整
備
は

停
滞
し
て
お
り
、
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能

の
大
幅
な
低
下
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。こ
の
た
め
、

森
林
整
備
や
路
網
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に

放
射
性
物
質
の
拡
散
防
止
を
図
る
放
射
性
物
質

対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
二
八
年
、
二
九
年
に
発
生
し
た

林
道
災
害
及
び
当
年
の
林
道
災
害
に
よ
り
被
災

し
た
林
道
施
設
の
復
旧
に
つ
い
て
市
町
村
を
支

援
し
ま
す
。

■
森
林
再
生
関
係

　

原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る
放
射
性
物
質

の
影
響
を
受
け
た
森
林
の
再
生
を
図
る
た
め
、

間
伐
等
の
森
林
施
業
や
路
網
の
整
備
と
、
放
射

性
物
質
の
拡
散
防
止
を
一
体
的
に
行
う
市
町
村

等
事
業
の
支
援
と
県
事
業
の
推
進
に
取
り
組
み

ま
す
。

①
ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業

 

四
、
七
四
七
、
三
四
九
千
円

②
広
葉
樹
林
再
生
事
業

 

九
五
、
三
七
六
千
円

■
森
林
整
備
関
係

　

民
有
林
を
対
象
に
、
公
共
事
業
、
森
林
環
境

基
金
に
よ
り
、
林
業
事
業
体
等
が
計
画
的
に
行

う
森
林
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

①
一
般
造
林
事
業
（
公
共
事
業
）

 

七
一
六
、
六
〇
六
千
円

②
森
林
整
備
事
業
（
森
林
環
境
基
金
）

 

三
二
五
、
九
五
八
千
円

③
森
林
資
源
造
成
支
援
事
業
（
森
林
環
境
基
金
）

 

六
、
一
九
八
千
円

■
路
網
整
備
関
係

　

森
林
の
多
面
的
機
能
の
発
揮
に
向
け
た
森
林

整
備
の
推
進
や
効
率
的
で
安
定
し
た
林
業
経
営

の
確
立
、
山
村
地
域
の
定
住
環
境
の
整
備
等
、

森
林
整
備
の
基
盤
と
な
る
路
網
の
整
備
を
促
進

し
ま
す
。

①
林
業
専
用
道
整
備
事
業
（
県
営
）

森
林
の
整
備
と
林
内
路
網
の
整
備 

▼
森
林
整
備
課

 

三
二
二
、
八
〇
二
千
円

②
林
業
専
用
道
整
備
事
業
（
団
体
営
）

 

四
九
四
、
六
九
三
千
円

③
林
業
専
用
道
等
改
良
事
業
（
団
体
営
）

 

八
、
一
五
〇
千
円

④
森
林
情
報
活
用
路
網
整
備
推
進
事
業
（
県

営
） 

九
三
三
、
六
二
四
千
円

⑤
森
林
管
理
道
整
備
事
業
（
県
営
）

 

三
四
三
、
四
五
〇
千
円

⑥
森
林
管
理
道
整
備
事
業
（
団
体
営
）

 

一
四
、
八
六
八
千
円

⑦
森
林
居
住
環
境
整
備
事
業
（
県
営
）

 

三
二
一
、
六
〇
八
千
円

⑧
山
の
み
ち
地
域
づ
く
り
交
付
金
事
業
（
県

営
） 

五
三
五
、
五
〇
〇
千
円

⑨
林
道
改
良
事
業
（
団
体
営
）

 

四
四
、
一
七
七
千
円

⑩
林
道
舗
装
事
業
（
団
体
営
） 

二
七
九
千
円

⑪
林
道
保
全
整
備
事
業
（
団
体
営
）

 

五
、
一
六
〇
千
円

⑫
県
単
林
道
事
業
（
団
体
営
）

 

一
二
、
九
一
二
千
円

⑬
森
林
整
備
促
進
路
網
整
備
事
業
（
森
林
環
境

基
金
）（
団
体
営
） 

一
八
、
五
四
七
千
円

⑭
間
伐
材
搬
出
支
援
事
業
（
森
林
環
境
基
金
）

（
団
体
営
） 

二
二
、
九
〇
〇
千
円

■
公
有
林
・
種
苗
関
係

　

公
有
林
の
う
ち
、
県
営
林
に
つ
い
て
は
、
県

有
財
産
の
造
成
と
と
も
に
県
産
材
の
需
要
に
応

え
る
た
め
、
伐
採
収
入
を
確
保
し
な
が
ら
、
保

育
間
伐
を
実
施
し
ま
す
。

　

種
苗
で
は
海
岸
防
災
林
等
の
造
成
に
必
要
な

マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
抵
抗
性
ク
ロ
マ
ツ
等

の
種
子
確
保
と
、
花
粉
の
少
な
い
ス
ギ
苗
の
供

新
し
ま
す
。
ま
た
、
森
林
再
生
事
業
等
を
推
進

す
る
た
め
、
更
新
し
た
森
林
計
画
図
や
森
林
簿

情
報
を
市
町
村
へ
配
布
し
ま
す
。

 

六
六
、
四
一
〇
千
円

③
里
山
再
生
モ
デ
ル
地
区
放
射
線
量
等
調
査
事
業

　

里
山
再
生
モ
デ
ル
地
区
に
お
け
る
森
林
の
除

染
や
間
伐
等
森
林
整
備
等
対
策
の
効
果
を
検
証

す
る
た
め
、
施
業
前
後
の
空
間
線
量
率
や
土

壌
・
立
木
等
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
の
測
定

を
行
い
ま
す
。 

一
二
〇
、
〇
〇
〇
千
円
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林
業
振
興
課
は
、
県
産
材
の
需
要
拡
大
と
林

業
就
業
者
の
確
保
・
育
成
等
に
よ
り
、
林
業
・

木
材
産
業
の
成
長
産
業
化
を
図
り
ま
す
。ま
た
、

県
内
で
生
産
さ
れ
る
林
産
物
の
安
全
性
を
確
保

す
る
た
め
、「
県
産
材
製
品
の
安
全
確
認
」
や

「
安
全
な
き
の
こ
生
産
」
に
向
け
た
事
業
を
展

開
し
ま
す
。

　

ま
た
、
豊
か
な
森
林
を
次
世
代
に
継
承
す
る

こ
と
を
発
信
す
る
た
め
、
第
四
七
回
全
国
林
業

後
継
者
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
県
産
材
の
安
定
供
給

　

県
産
材
製
品
の
安
定
供
給
を
図
る
た
め
、
木

材
加
工
流
通
施
設
の
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

■
県
産
材
の
利
用
推
進

　

県
産
材
の
利
用
を
推
進
す
る
た
め
、
木
材
利

用
技
術
の
導
入
・
普
及
、
公
共
ス
ペ
ー
ス
へ
の

県
産
材
製
品
の
設
置
、
児
童
・
生
徒
へ
の
木
育

活
動
等
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
県
産
材
に
よ
る
家
づ
く
り
の
普
及
、

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
導
入
等
を
支
援
し
ま
す
。

◆
木
材
加
工
流
通
施
設
等
整
備
事
業
 

一
、
六
五
六
、
〇
〇
〇
千
円

　

避
難
地
域
等
に
お
い
て
、
住
民
の
帰
還
を
促

進
す
る
た
め
の
雇
用
の
場
の
確
保
と
県
産
材
の

安
定
的
・
効
率
的
な
供
給
体
制
を
構
築
す
る
た

め
、
木
材
加
工
流
通
施
設
の
整
備
を
支
援
し
ま

す
。

◆
林
業
・
木
材
産
業
金
融
の
充
実

 

八
〇
六
、
〇
五
七
千
円

　

①
林
業
振
興
資
金

　

②
森
林
組
合
連
合
会
事
業
振
興
資
金

　

③
木
材
産
業
等
高
度
化
推
進
資
金

　

④
林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
貸
付
金

　

⑤
林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
管
理
指
導
費

林
業
・
木
材
産
業
の
振
興
と
担
い
手
確
保 

▼
林
業
振
興
課

◆
木
材
産
業
活
性
化
事
業 

二
、
〇
七
四
千
円

　

①
木
材
業
者
登
録
事
務

◆
森
林
環
境
基
金
事
業�

一
一
六
、
二
一
二
千
円

　

森
林
資
源
の
利
用
に
向
け
た
県
民
意
識
の
醸

成
や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
を

図
り
、
低
炭
素
社
会
づ
く
り
を
促
進
す
る
た
め

の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

①
ふ
く
し
ま
の
低
炭
素
社
会
づ
く
り
推
進
事
業

　

②
も
っ
と
も
っ
と
木
づ
か
い
推
進
事
業

　

③
間
伐
材
搬
出
支
援
事
業

　

④
地
域
林
業
技
術
伝
承
事
業

　

⑤
ふ
く
し
ま
の
森
林
文
化
継
承
事
業

■
林
業
就
業
者
等
の
確
保
・
育
成

　

林
業
へ
の
新
規
就
業
の
促
進
や
、
林
業
事
業

体
へ
の
社
会
保
障
拡
充
支
援
、
林
業
労
働
者
の

能
力
向
上
に
対
す
る
支
援
な
ど
、
総
合
的
な
担

い
手
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

◆
森
林
整
備
担
い
手
対
策
基
金
事
業

 

一
三
九
、
一
九
六
千
円

　

森
林
整
備
を
担
う
者
の
福
利
厚
生
の
充
実
及

び
労
働
安
全
衛
生
対
策
、
技
術
・
技
能
の
向
上

に
資
す
る
研
修
、
そ
の
他
森
林
整
備
を
担
う
者

の
確
保
・
育
成
に
関
す
る
事
業
を
森
林
整
備
担

い
手
対
策
基
金
を
活
用
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

①
新
規
参
入
等
促
進
事
業

　

②
社
会
保
障
充
実
強
化
事
業

　

③
林
業
労
働
者
等
研
修
事
業

　

④
林
業
労
働
安
全
衛
生
確
保
総
合
対
策
事
業　

等

◆
林
業
労
働
安
全
衛
生
対
策

 

一
、
五
二
一
千
円

　

労
働
災
害
の
防
止
と
安
全
で
快
適
な
職
場
づ

く
り
を
推
進
し
、
林
業
労
働
力
を
安
定
的
に
確

保
す
る
た
め
、
作
業
現
場
へ
の
巡
回
活
動
を
実

施
し
ま
す
。

　

①
林
業
労
働
安
全
衛
生
指
導
体
制
強
化
事
業　

等

■
林
産
物
の
安
全
性
の
確
保

　

県
内
で
生
産
さ
れ
る
林
産
物
の
安
全
性
を
確

保
し
、
経
営
の
安
定
と
生
産
の
回
復
を
図
る
た

め
、
木
材
製
品
の
放
射
線
量
の
検
査
、
安
全
な

き
の
こ
を
生
産
す
る
た
め
に
必
要
な
生
産
資
材

の
導
入
支
援
、
原
木
し
い
た
け
露
地
栽
培
等
の

実
証
事
業
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

◆
県
産
材
安
全
性
確
認
調
査
事
業

 

二
〇
〇
千
円

　

消
費
者
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、

製
材
品
の
放
射
線
量
を
定
期
的
に
測
定
し
て
安

全
性
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
公
表
し
ま
す
。

◆
放
射
性
物
質
被
害
林
産
物
処
理
支
援
事
業

 

六
九
八
、
八
〇
〇
千
円

　

①
汚
染
樹
皮
処
理
支
援
業
務

◆
林
業
構
造
改
善
事
業 

二
六
、
〇
〇
七
千
円

　

①
木
材
利
用
推
進
事
業

　

②
特
用
林
産
振
興
対
策
事
業

　

③
特
用
林
産
振
興
施
設
整
備
事
業

◆
特
用
林
産
の
振
興 

二
七
三
、
八
一
八
千
円

　

き
の
こ
産
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
情
報
収

集
・
栽
培
技
術
指
導
の
業
務
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
き
の
こ
原
木
等
の
購
入
に
伴
う
経
費
の

一
部
を
支
援
し
ま
す
。

　

①
き
の
こ
類
振
興
対
策
事
業

　

②
安
全
な
き
の
こ
原
木
等
供
給
支
援
事
業

◆
森
林
活
用
新
技
術
実
証
事
業

 

三
三
、
八
一
六
千
円

　

放
射
性
物
質
に
よ
る
広
域
汚
染
に
よ
り
、
き

の
こ
、
山
菜
等
の
出
荷
制
限
や
き
の
こ
原
木
の

供
給
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
再
生
産
に
向
け
た
実
証
を
行
い
ま
す
。

　

①
原
木
し
い
た
け
露
地
栽
培
実
証
事
業

給
体
制
整
備
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

公
益
社
団
法
人
ふ
く
し
ま
緑
の
森
づ
く
り
公

社
に
対
し
て
、
事
業
実
施
の
た
め
の
資
金
貸
し

付
け
等
を
行
い
ま
す
。

①
県
営
林
の
保
育
管
理
事
業

 

一
一
一
、
一
二
六
千
円

②
育
種
育
苗
事
業 

八
、
三
〇
一
千
円

③
花
粉
の
少
な
い
森
林
づ
く
り
事
業

 
一
、
五
九
一
千
円

④
林
業
種
苗
生
産
施
設
体
制
整
備
事
業

 

五
、
九
二
一
千
円

⑤
ふ
く
し
ま
緑
の
森
づ
く
り
公
社
事
業
資
金

 

七
六
三
、
八
三
〇
千
円

⑥
造
林
推
進
事
業
（
林
業
基
盤
整
備
資
金
利
子

助
成
事
業
） 

二
一
、
一
六
二
千
円

■
林
道
災
害
復
旧
関
係

　

平
成
二
八
年
、
二
九
年
に
被
災
し
た
林
道
、

及
び
三
〇
年
に
豪
雨
な
ど
の
異
常
気
象
等
に
よ

り
林
道
が
被
災
し
た
場
合
に
、
市
町
村
が
行
う

災
害
復
旧
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

①
林
道
災
害
復
旧
事
業
（
現
年
災
）

 

三
九
二
、
三
〇
四
千
円

②
林
道
災
害
復
旧
事
業
（
過
年
災
）

 

九
二
、
六
九
一
千
円
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森
林
保
全
課
で
は
、
県
民
参
加
の
森も
　
り林
づ
く

り
・
緑
化
の
推
進
及
び
森
林
病
虫
獣
害
か
ら
森

林
を
守
る
森
林
保
護
、
安
全
で
快
適
な
県
土
形

成
の
た
め
の
治
山
事
業
、
保
安
林
制
度
に
基
づ

く
保
安
林
の
適
正
管
理
、
民
有
林
を
開
発
す
る

際
の
審
査
・
指
導
に
関
す
る
業
務
を
担
当
し
て

い
ま
す
。

■
森も

　
り林
づ
く
り
活
動
の
推
進
と
森
林
保
護

　

県
民
参
加
に
よ
る
森も

　
り林
づ
く
り
活
動
と
緑
化

運
動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
森も

　
り林
と
の
ふ
れ

あ
い
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
森
林
を

県
民
全
体
で
支
え
る
意
識
の
醸
成
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

ま
た
、
松
く
い
虫
や
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム

シ
等
に
よ
る
被
害
か
ら
、
貴
重
な
森
林
を
守
る

た
め
の
防
除
対
策
や
野
生
動
物
と
の
共
生
の
た

め
の
里
山
林
の
整
備
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

◆
森も

　
り林
と
の
ふ
れ
あ
い
・
緑
化
活
動
の
推
進

　

①
総
合
緑
化
対
策
事
業 

一
〇
、
三
六
三
千
円

　

②
森
林
総
合
利
用
対
策
事
業

 

一
一
八
、
三
五
一
千
円

　

③
森も

　
り林

と
の
ふ
れ
あ
い
施
設
管
理
事
業

 

九
七
、
一
七
三
千
円

◆
森
林
環
境
基
金
事
業

　

①
森
林
環
境
学
習
の
森
整
備
事
業

 

三
、
五
〇
〇
千
円

　

②
森
林
づ
く
り
総
合
対
策
事
業

 

一
四
、
四
九
一
千
円

　

③
里
山
林
整
備
事
業 

三
一
、
〇
〇
〇
千
円

◆
森
林
保
護

　

①
森
林
病
害
虫
等
防
除
事
業
 

六
八
、
九
二
四
千
円

■
治
山
事
業
に
よ
る
県
土
の
保
全

　

治
山
事
業
は
、
民
有
保
安
林
の
維
持
造
成
を

通
じ
て
、
山
地
に
起
因
す
る
災
害
か
ら
県
民
の

生
命
・
財
産
を
保
全
す
る
と
と
も
に
、
水
源
の

か
ん
養
、
生
活
環
境
の
保
全
・
形
成
を
図
り
、

安
全
で
安
心
で
き
る
豊
か
な
く
ら
し
の
実
現
を

図
る
う
え
で
不
可
欠
な
事
業
で
す
。

　

平
成
三
〇
年
度
の
治
山
事
業
は
、
被
災
地
の

復
旧
や
流
木
対
策
、
森
林
の
機
能
強
化
を
効
果

的
に
実
施
し
、
山
地
災
害
に
対
す
る
減
災
対
策

を
図
る
と
と
も
に
コ
ス
ト
縮
減
等
に
積
極
的
に

取
り
組
み
効
率
的
な
予
算
の
執
行
に
努
め
ま
す
。

森も

林り

づ
く
り
活
動
の
推
進
と
安
全
で
快
適
な
県
土
の
保
全 

▼
森
林
保
全
課

第15回うつくしま育樹祭（平成29年11月11日　南相馬市）

　

特
に
、
復
旧
・
復
興
の
要
と
な
る
海
岸
防
災

林
造
成
事
業
や
治
山
災
害
復
旧
事
業
は
、
着
実

に
進
展
し
て
お
り
、
今
後
も
津
波
に
よ
り
失
わ

れ
た
保
安
林
の
機
能
を
確
保
す
る
た
め
、
多
重

防
御
の
一
環
と
し
て
、
復
興
・
創
生
期
間
で
の

完
了
を
目
指
し
、
復
旧
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
ま

す
。

　

県
単
独
治
山
事
業
に
つ
い
て
は
、
国
庫
補
助

事
業
に
採
択
さ
れ
な
い
被
災
地
の
復
旧
及
び
予

防
が
必
要
な
地
区
の
う
ち
、
緊
急
性
や
優
先
度

を
総
合
的
に
勘
案
し
、
箇
所
毎
の
優
先
順
位
を

適
正
に
定
め
順
次
執
行
し
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

全
庁
的
に
展
開
し
て
い
る
「
地
産
地
消
の
推

進
」
に
つ
い
て
は
、
県
産
間
伐
材
を
利
用
し
た

森
林
土
木
工
法
の
推
進
や
平
成
十
四
年
度
か
ら

導
入
し
て
い
る
治
山
ダ
ム
の
間
伐
材
型
枠
工
等

に
よ
り
、
木
材
の
積
極
的
な
使
用
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
森
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
活
用
し
、
最
新
の
山

地
災
害
危
険
地
情
報
を
県
民
に
提
供
す
る
こ
と

な
ど
、
ソ
フ
ト
対
策
の
充
実
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
防
災
意
識
の
高
揚
や
避
難
態
勢
の
整
備
が

進
め
ら
れ
、
減
災
効
果
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

◆
一
般
治
山
費
（
三
〇
年
度
当
初
）

 

一
一
、
二
八
九
、
二
〇
七
千
円

　

①
復
旧
治
山
事
業
（
三
〇
年
度
当
初
）

 

一
九
〇
、
一
一
三
千
円

　

②
地
す
べ
り
防
止
事
業

 

六
一
七
、
二
八
九
千
円

　

③
防
災
林
造
成
事
業

 

一
〇
、
四
三
〇
、
七
三
七
千
円

　

④
保
安
林
整
備
事
業 

五
一
、
〇
六
八
千
円

◆
一
般
治
山
費
（
県
単
）

 

三
三
七
、
〇
〇
五
千
円

　

①
予
防
治
山
事
業 

一
九
三
、
七
二
五
千
円

　

②
山
地
災
害
総
合
減
災
対
策
治
山
事
業

 

一
四
二
、
〇
五
四
千
円

　

③
県
単
治
山
調
査
事
業 

一
、
二
二
六
千
円

◆
災
害
関
連
治
山
費 

一
一
、
二
六
一
千
円

　

①
災
害
関
連
緊
急
治
山
事
業

 

九
、
二
〇
一
千
円

　

②
林
地
崩
壊
対
策
事
業 

二
、
〇
六
〇
千
円

◆
県
単
治
山
費 

四
七
七
、
八
七
〇
千
円

　

①
治
山
施
設
事
業
（
県
営
）

　

②
広
葉
樹
安
定
供
給
調
査
事
業

◆
福
の
し
ま
「
き
の
こ
の
里
づ
く
り
」
事
業

 

一
三
、
六
九
六
千
円

　

避
難
区
域
等
を
含
む
県
内
に
お
い
て
、
新
品

種
の
ほ
ん
し
め
じ
を
活
用
し
た
産
地
の
育
成
を

図
る
た
め
、
モ
デ
ル
地
区
を
設
定
し
菌
床
培
地

の
供
給
に
合
わ
せ
た
栽
培
指
導
を
行
う
と
と
も

に
、
県
内
旅
館
等
へ
の
販
売
促
進
活
動
を
実
施

し
、
福
島
県
の
き
の
こ
全
体
の
風
評
払
拭
を
図

り
ま
す
。

◆
林
業
試
験
研
究
施
設
の
管
理
運
営

 

二
〇
、
六
四
七
千
円

　

林
業
研
究
セ
ン
タ
ー
及
び
付
帯
施
設
を
適
切

に
管
理
運
営
し
ま
す
。
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全
国
植
樹
祭
推
進
室
で
は
、
緑
豊
か
な
ふ
る

さ
と
の
再
生
を
目
指
し
、
復
興
に
向
け
力
強
く

歩
む
本
県
の
姿
及
び
国
内
外
か
ら
の
支
援
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
広
く
発
信
す
る
た
め
、
平
成

三
〇
年
六
月
十
日
に
第
六
九
回
全
国
植
樹
祭
を

開
催
し
ま
す
。

　

本
県
は
、「
森
林
文
化
の
く
に
・
ふ
く
し
ま

県
民
憲
章
」
を
制
定
す
る
と
と
も
に
、
森
林
環

境
税
を
導
入
し
、
森
林
環
境
を
適
正
に
保
全
す

る
た
め
の
森
林
整
備
の
推
進
や
県
民
一
人
一
人

が
参
画
す
る
新
た
な
森も

　
り林
づ
く
り
活
動
の
推
進

な
ど
、
緑
あ
ふ
れ
る
県
土
づ
く
り
に
努
め
て
き

ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
東
日
本
大
震
災
の
大
津
波
に

よ
り
、
海
岸
防
災
林
の
六
割
が
流
出
し
、
そ
れ

に
続
く
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の

事
故
に
よ
り
、
森
林
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き

く
変
化
し
、
森
林
と
人
と
の
関
わ
り
が
薄
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
よ
り
一
層
の
県
民

参
画
に
よ
る
森も

　
り林
づ
く
り
活
動
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
林
帯
幅
を
広
げ
た
防
災
機
能
の
高
い

海
岸
防
災
林
の
整
備
や
放
射
性
物
質
の
影
響
を

全
国
植
樹
祭
の
開
催 

▼
全
国
植
樹
祭
推
進
室

 

四
四
三
、
八
二
八
千
円

　

②
治
山
施
設
事
業
（
補
助
）

 

一
〇
、
九
二
四
千
円

　

③
県
単
災
害
調
査
事
業

 

二
三
、
一
一
八
千
円

◆
治
山
災
害
復
旧
費

 
一
、
五
六
一
、
八
〇
一
千
円

■
安
全
で
快
適
な
暮
ら
し
を
守
る
保
安
林
の
管

理
と
適
正
な
林
地
の
利
用

　

現
在
、
県
内
に
お
い
て
は
、
森
林
面
積
の
約

四
一
㌫
に
当
た
る
約
四
〇
万
㌶
の
森
林
が
保
安

林
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

水
源
の
涵か

ん

養
や
山
地
災
害
の
防
備
、
生
活
環

境
の
保
全
・
形
成
等
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
守

る
た
め
に
、
特
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
森
林
を
保
安
林
に
指
定
す
る
と
と
も
に
、
立

木
の
伐
採
制
限
や
適
切
な
施
業
の
実
施
を
推
進

す
る
な
ど
し
て
、
森
林
の
保
全
と
機
能
の
維
持

増
進
を
図
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、
保
安
林
等
を
適
正
に
管
理
す
る
た

め
、
森
林
保
全
巡
視
員
に
よ
る
森
林
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
森
林
に
お
い
て
土
石
を
採
掘
し
た

り
、
林
地
以
外
に
転
用
す
る
行
為
が
無
秩
序
に

行
わ
れ
る
と
、
森
林
の
働
き
が
損
な
わ
れ
災
害

が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
林
地
開

発
許
可
制
度
に
基
づ
き
審
査
や
指
導
を
行
い
、

開
発
規
模
が
大
き
い
場
合
な
ど
は
、
有
識
者
の

意
見
を
聴
く
た
め
に
森
林
審
議
会
森
林
保
全
部

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

①
森
林
保
全
管
理
事
業 

七
、
三
三
五
千
円

　

②
保
安
林
整
備
委
託
事
業

 

一
三
、
九
一
四
千
円

　

③
保
安
林
整
備
管
理
事
業

 

一
四
、
七
〇
〇
千
円

受
け
た
森
林
の
再
生
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
全

国
植
樹
祭
は
、
東
日
本
大
震
災
と
原
子
力
災
害

で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
本
県
が
、
緑
豊
か
な

ふ
る
さ
と
の
再
生
を
進
め
て
い
く
上
で
シ
ン
ボ

ル
と
な
る
大
会
と
な
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
い
よ
い
よ
本
番
を
迎
え
、
式
典

行
事
で
は
、
大
会
の
開
催
理
念
や
大
会
テ
ー
マ

「
育
て
よ
う　

希
望
の
森
を　

い
の
ち
の
森
を
」

を
伝
え
る
と
と
も
に
、
国
内
外
か
ら
の
支
援
に

対
す
る
「
感
謝
」
と
「
緑
豊
か
な
ふ
く
し
ま
の

未
来
」
を
表
現
し
て
、
広
く
「
ふ
く
し
ま
の
森

林
」
を
発
信
し
、
植
樹
行
事
で
は
、
未
来
に
つ

な
ぐ
希
望
の
森
林
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
会

場
を
海
岸
防
災
林
に
設
け
、
本
県
の
復
興
を
強

く
印
象
付
け
る
も
の
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
国
内
外
か
ら
の
招
待
者
を
迎
え
る
に

当
た
り
、
安
全
で
円
滑
な
輸
送
を
行
う
と
と
も

に
、
本
県
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
会
場
に

各
種
展
示
、
物
産
販
売
等
を
行
う
お
も
て
な
し

広
場
を
設
け
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
多
く
の
県
民
が
全
国
植
樹
祭
を
体

感
で
き
る
よ
う
、
ふ
く
し
ま
県
民
の
森
に
サ
テ

ラ
イ
ト
会
場
、
県
内
四
市
に
Ｐ
Ｒ
会
場
を
設

け
、
式
典
の
放
映
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施

し
ま
す
。

◆
全
国
植
樹
祭
開
催
事
業

 

四
二
一
、
五
四
九
千
円

第69回全国植樹祭ふくしま2018カウントダウンスタートセレモニー
（平成29年11月22日開催　郡山市「JR 東日本 郡山駅」）
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　市町村では、公共建築物等における木材の利用の促進に関する法律に基づき市町村方針を定め、公共施設

の木造化・木質化や公共事業での木材利用を推進することとしていますが、すべての公共施設で木造化等が

進んでいる訳ではありません。

　これは、市町村の公共施設の建替時期のほか、東日本大震災の影響で新規に建設する役場庁舎など防災時

の拠点となる建物についてはRC造を検討しているなど、木造建築への理解不足が原因のようです。

　市町村の林業を担当される皆さんは、林業の経験はほとんどなく、今後、公共施設の木造化等を進めるた

めには、木材や林業の実際の現場を訪問し肌で感じていただくことが重要と考えました。

　そのため、普段訪れる機会がない原木市場と製材工場の２箇所を現地研修先として選定し、市町村の担当

者等を対象とした研修会を開催しましたので、報告します。

　まず、ふくしま県産木材利用県北地方連絡会議の中で、県北地方を中心に前年度からの事業の実績と事例

集などを利用しながら、木造公共施設の建設の際に市町村で利用可能な事業を紹介しました。

　現地研修では、最初に有限会社福島原木センターを訪問しました。

　同社は年間約30千㎥の取扱いが有り、そのほとんど、９割超は福島県産の木材です。

　代表取締役で林業普及指導協力員の佐藤政俊氏より、構内をめぐりながら、それぞれの木材の用途や利用

先、現在の木材の市況や搬出適期などの講話をいただきました。

　次の研修場所である吾妻林業株式会社は、年間約20千㎥の県産原木を消費している県北地方でも有数の製

材工場及びチップ工場です。

　工場長の吉田氏より、ツインバンドソー等の製材機械の説明を受けながら、施設を見学しました。

　研修終了後、市町村の担当者からは、とても良い機会になった、今後は、高性能林業機械での伐採作業も

見学したいとの意見もいただいたところです。

　今後も、市町村担当者などの研修内容のニーズを探りながら、県産材利用拡大に向けた研修会を開催して

いきたいと思います。

県産木材利用の推進のため
研修会を開催しました

普及指導員通信

　福島県県北農林事務所
林業普及指導員　小野田　義　宏

木材市場での研修状況 製材工場での研修状況
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団体のページ
　

南
会
津
支
署
が
国
有
林
を
管
轄
す
る
地

域
（
南
会
津
町
（
南
郷
、
伊
南
、
舘
岩
の

旧
三
村
。
旧
田
島
町
を
除
く
。）、
只
見
町

及
び
檜
枝
岐
村
）
は
緑
豊
か
な
手
つ
か
ず

の
自
然
が
残
さ
れ
て
お
り
、
福
島
県
だ
け

で
な
く
新
潟
県
の
水
源
に
も
な
っ
て
い
る

ほ
か
、
管
内
の
国
有
林
の
大
半
が
尾
瀬
国

立
公
園
や
越
後
三
山
只
見
国
定
公
園
な
ど

の
自
然
公
園
、
奥
会
津
森
林
生
態
系
保
護

地
域
な
ど
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
当
地
域
で
は
森
林
が
自
治
体
の
施

策
や
地
元
住
民
の
生
活
と
密
接
に
関
わ
っ

て
い
ま
す
。
檜
枝
岐
村
は
村
の
面
積
の
約

四
割
が
尾
瀬
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、
只
見
町
は
二
〇
一
四
年
に
ユ
ネ
ス
コ

エ
コ
パ
ー
ク
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
豊

か
な
自
然
が
各
自
治
体
の
シ
ン
ボ
ル
と

な
っ
て
お
り
、
観
光
資
源
と
し
て
も
重
要

な
意
味
合
い
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
当
支

署
で
は
森
林
整
備
と
並
ん
で
生
態
系
保
全

の
取
組
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

只
見
町
で
は
昨
今
、
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク

イ
ム
シ
（
以
下
「
カ
シ
ナ
ガ
」
と
い
う
。）

と
い
う
昆
虫
が
ナ
ラ
の
木
の
幹
に
穴
を
開

け
て
病
原
菌
を
運
ぶ
こ
と
で
木
が
枯
れ
て

し
ま
う
「
ナ
ラ
枯
れ
」
が
蔓
延
し
て
お
り
、

国
有
林
で
も
被
害
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
当
支
署
で
は
カ
シ
ナ
ガ
の
飛
散
を
防

ぎ
被
害
の
拡
大
を
食
い
止
め
る
た
め
、
国

有
林
内
で
お
と
り
丸
太
に
よ
る
カ
シ
ナ
ガ

の
誘
引
捕
殺
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、

殺
菌
剤
を
樹
幹
に
注
入
し
た
複
数
の
丸
太

（
ナ
ラ
）
に
、
カ
シ
ナ
ガ
が
好
む
フ
ェ
ロ

モ
ン
を
設
置
し
て
カ
シ
ナ
ガ
を
お
び
き
寄

せ
（
誘
引
）、
丸
太
に
入
り
込
む
カ
シ
ナ

ガ
を
殺
菌
剤
の
効
果
に
よ
り
殺
す
（
捕

殺
）
と
い
う
も
の
で
す
。
カ
シ
ナ
ガ
が
侵

入
し
た
穴
の
数
（
爪
楊
枝
が
刺
さ
る
穴
を

カ
シ
ナ
ガ
の
侵
入
と
み
な
し
て
カ
ウ
ン

ト
）
に
よ
り
誘
引
捕
殺
数
を
推
測
し
、
効

果
を
検
証
し
ま
す
。こ
の
取
組
に
は
毎
年
、

山
形
県
林
業
試
験
セ
ン
タ
ー
の
齋
藤
主
幹

の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
実
施
箇

所
の
選
定
な
ど
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
齋
藤
主
幹
か
ら

は
、
一
定
の
蔓
延
防
止
効
果
が
認
め
ら
れ

る
と
の
見
解
を
得
て
い
ま
す
。
平
成
三
〇

年
度
以
降
も
引
き
続
き
実
施
し
、「
自
然
首

都
」
を
標
榜
す
る
只
見
町
の
生
態
系
保
全

に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
尾
瀬
国
立
公
園
で
は
ニ
ホ
ン
ジ

カ
が
そ
の
数
を
増
や
し
て
お
り
、
平
成
二

〇
年
頃
か
ら
尾
瀬
の
看
板
と
も
い
え
る

ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
を
は
じ
め
と
す
る
高
山

植
物
が
食
べ
ら
れ
る
被
害
が
拡
大
し
ま
し

た
。
南
会
津
支
署
で
は
、
平
成
二
六
年
か

ら
尾
瀬
国
立
公
園
内
の
福
島
県
側
に
所
在

す
る
大
江
湿
原
に
総
延
長
約
三
・
五
㌔
㍍

南会津地域における
生物多様性保全の取組

会津森林管理署
南会津支署

森林管理署メモ

の
シ
カ
柵
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
平
成
二

九
年
度
に
は
シ
カ
の
侵
入
防
止
効
果
を
高

め
る
た
め
、
シ
カ
柵
を
更
に
一
〇
〇
㍍
延

長
し
ま
し
た
。
設
置
当
日
は
、
尾
瀬
国
立

公
園
の
生
物
多
様
性
の
保
全
再
生
等
を
目

的
に
設
立
さ
れ
た
「
南
会
津
尾
瀬
ニ
ホ
ン

ジ
カ
対
策
協
議
会
」
の
呼
び
か
け
に
よ

り
、
地
元
檜
枝
岐
村
、
尾
瀬
保
護
財
団
な

ど
の
協
議
会
構
成
員
の
ほ
か
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
や
環
境
省
・
県
の
関
係
者
、

南
会
津
町
議
会
や
昭
和
村
の
方
な
ど
に
も

参
加
い
た
だ
き
、
総
勢
四
〇
名
以
上
で
設

置
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
尾
瀬
の
自
然
を

守
っ
て
い
く
上
で
大
き
な
ス
テ
ッ
プ
に

な
っ
た
と
考
え
て
お
り
、
今
後
も
、
大
江

湿
原
の
豊
か
な
自
然
の
保
護
に
協
力
し
て

い
き
ま
す
。

齋藤主幹によるおとり丸太の説明

防鹿柵延長設置作業に40名以上が参加
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県内木材の生産・流通の実態 

県外から入荷
396,608 

市場入荷, 
133,632 

自社伐採

114,579 

直送入荷

152,556 

県外出荷
447,714 

建築土木用製品

出荷, 62,244 

背板・チップ出荷, 
23,786 

その他
732 

方部未回答

6,410 

入荷 出荷

49.3%

16.6%

83.8%

11.6%

4.5%

0.1%

14.3%

19.0%

0.8%

県外から入荷

37,963 

いわき木材流通

センター

54,438 

平木材市場

46,898 

奥久慈木材流

通センター

66,472 

東白木

材市場

8,734 

郡山地区木材

製材協, 32,747 

福島原木セン

ター, 25,490 

南東北木材

12,452 

県外へ出荷

99,893 
県北へ

出荷

7,973 

県中へ出荷

42,912 

県南へ出荷

52,910 

会津へ

出荷

10,565 

南会津

へ出荷

342 

相双へ

出荷

4,801 いわきへ出荷, 
63,202 

入荷 出荷

13.3%

19.1%

16.4%

23.3%

11.5%

3.1%

4.4%

8.9%

35.3%

2.8%

15.2%
3.7%

0.1%

1.7%

22.4%

18.7%

県外
46,275 

県北, 14,544 

県中
106,593 

県南
164,050 

会津, 
63,776 南会津

16,758 

相双, 14,556 

いわき
98,668 

県外
72,126 

市場・共販
148,290 

製材直送
84,360 

合板・集成直送, 11,305 

チップ直送
164,417 

その他, 19,233 

方部未回

答, 14,089 

素材生産地域 利用形態別-出荷

2.8%

20.3%

31.2%

10.9%

12.1%

3.2%

2.8%

18.8%

14.0%

28.9%

16.4%

2.2%

32.0%

3.7%

県外から入荷

26,029 

市場入荷, 11,804 

自社伐採

59,982 

直送入荷

265,864 

県外出荷

121,357 

製紙用

0 

ボード用; 16,286 

燃料用

220,113 

その他

4,082 

入荷 出荷

7.2%

3.2%

16.5%

73.1%

33.5%

4.5%

60.8%

1.1%

0.0%

素材生産（62事業者回答） 市場・共販（7社回答） 製材工場（41社回答）

チップ工場（11社回答）

県内

出荷

県内

出荷

県内

出荷

県内

出荷

86.3%

64.7%

16.2%

66.4 %

団体のページ

木材（原木及び製品等）
流通調査結果について

福島県木材協同組合

連合会

木連だより　福島県木材協同組合連合会では、素材原木、製材品、チップ製品の安

全・安心の確保に向けて、放射性物質対策をより有効に講じるため、福

島県内の素材原木及び製材品・チップ製品の流通の実態をアンケート調

査等により明らかにしました。

　この調査結果を流通全体図で表すと下図のとおりです。

［調査結果のポイント］
・素材生産地域は、県内が89％、県外が11％となっている。
・素材出荷は、製材工場・チップ工場等へ50％、市場・共販へ29％、県外へ14％となっている。
・チップ工場の素材入荷は、県内からの直送が73％となっている。
・製材工場の素材入荷は、県内から51％・県外から49％であり、県内入荷のうち直送入荷が38％、市場等か

らの入荷が33％となっている。
・製材工場の製品は、県外出荷が84％となっている。
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今
月
号
か
ら
、
木
に
触
れ
、
木
の
良
さ

を
知
る
こ
と
で
豊
か
な
心
を
育
む
「
木

育
」
に
つ
い
て
、
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
ま

す
。
一
回
目
は
、「
木
育
」
発
祥
の
地
で

あ
る
北
海
道
か
ら
、「
木
育
」
の
取
組
に

つ
い
て
ご
寄
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
十
六
年
三
月
、
民
間
と
行
政
に
よ

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
る
議
論
の

も
と
、
新
た
に
「
木
育
」
と
い
う
言
葉
が

生
ま
れ
ま
し
た
。「
木
育
」
と
は
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
す
べ
て
の
人
が
「
木
と

ふ
れ
あ
い
、
木
に
学
び
、
木
と
生
き
る
」

取
組
で
あ
り
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
木
を
身

近
に
使
う
こ
と
を
通
じ
て
、
人
・
木
・
森

と
の
関
わ
り
を
主
体
的
に
考
え
ら
れ
る
豊

か
な
心
を
育
む
こ
と
で
す
。

　

こ
の
「
木
育
」
推
進
の
た
め
、
北
海
道

庁
は
、
平
成
十
七
年
度
「
木
の
砂
場
」
等

の
遊
具
を
体
験
さ
せ
る
「
木
の
遊
園
地
」

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
活
動
フ
ィ
ー
ル
ド

「
げ
ん
き
の
森
」
の
認
定
等
を
手
始
め
に
、

平
成
二
二
年
度
か
ら
木
育
活
動
の
企
画
立

案
や
実
践
を
担
う
人
材
と
し
て
「
木
育
マ

イ
ス
タ
ー
（
平
成
二
九
年
度
末
二
二
四

名
）」
を
養
成
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

平
成
二
六
年
度
に
は
民
間
と
の
協
力
に
よ

り
、
東
日
本
大
震
災
被
害
地
へ
希
望
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
た
「
き
ぼ
う
（
道
産

材
の
木
棒
）
の
プ
ー
ル
」
の
贈
呈
を
開
始
、

現
在
は
、
森
林
づ
く
り
や
木
づ
か
い
の
一

体
的
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、「
北
海
道
木

育
フ
ェ
ス
タ
」
開
催
等
の
施
策
を
実
施
し

て
お
り
、
木
育
活
動
は
各
地
に
広
が
っ
て

い
ま
す
。

　

北
海
道
の
「
木
育
」
は
、
民
間
の
企
業

や
団
体
・
木
育
マ
イ
ス
タ
ー
と
行
政
が
連

携
し
た
地
域
の
協
働
作
業
で
す
。「
あ
れ

も
木
育
・
こ
れ
も
木
育
」
と
表
す
る
よ
う

に
、
木
の
お
も
ち
ゃ
や
木
材
利
用
に
止
ま

ら
ず
、
森
林
づ
く
り
か
ら
木
づ
か
い
の
取

組
ま
で
幅
広
く
、
地
域
毎
の
多
彩
な
取
組

が
生
ま
れ
、「
木
育
事
例
集
」
に
ま
と
め

て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
会
と
し
て
も
、
緑
の
募
金
や
森
林
基

金
を
活
用
し
た
森
づ
く
り
や
普
及
活
動
を

始
め
、
国
土
緑
化
推
進
機
構
と
共
催
し
た

「
森
の
教
室
」
で
の
苗
木
づ
く
り
、
大
型

イ
ベ
ン
ト
で
の
ブ
ー
ス
出
展
や
道
産
材
で

建
て
ら
れ
た
児
童
図
書
館
の
ほ
か
道
の
駅

等
で
、
市
民
や
親
子
を
対
象
に
、
木
と
の

ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
「
木
育
ひ
ろ
ば
」
等

を
開
催
し
、
緑
の
募
金
と
併
せ
て
木
育
推

進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
実
施
に
あ

た
っ
て
は
、
木
育
マ
イ
ス
タ
ー
・
団
体
・

行
政
等
の
協
力
の
も
と
、
参
加
者
の
五
感

を
培
う
体
験
の
提
供
に
努
め
、
特
に
、
マ

イ
箸
づ
く
り
や
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
づ
く
り
等

は
好
評
の
企
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
か
ら
始
ま
っ
た
「
木
育
」
は
、

木
や
森
と
の
関
わ
り
が
希
薄
に
な
っ
て
い

た
日
常
生
活
を
見
直
し
、
つ
な
が
り
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
森
林
・
林
業
・
教
育
・

子
育
て
等
、
多
様
な
主
体
が
、
人
が
木
と

共
存
で
き
る
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

木の砂場で木と触れ合う

木育事例集　７

再び、森を作る

公
益
社
団
法
人
北
海
道
森
と
緑
の
会

北
海
道
か
ら
、
ひ
ろ
が
る
「
木
育
」

木
に
触
れ
て
豊
か
な
心
を
育
む
「
木
育
」　
①
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（
旧
大
峠
）
に
牛
馬
車
の
通
行
が
可
能
な

「
大
峠
道
路
」
を
開
い
た
こ
と
で
、
大
峠

が
「
米
沢
街
道
」
の
主
要
ル
ー
ト
と
な
り

ま
し
た
。
現
在
で
は
、
バ
イ
パ
ス
化
さ
れ

急
カ
ー
ブ
も
な
く
快
適
に
ド
ラ
イ
ブ
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

二
つ
の
「
米
沢
街
道
」
は
、と
も
に
「
鬼

県
令
」
と
呼
ば
れ
た
三
島
通
庸
の
強
引
な

政
策
と
、
そ
れ
に
反
対
し
た
地
元
住
民
た

ち
の
大
き
な
負
担
の
元
に
整
備
さ
れ
た
背

景
が
あ
り
ま
す
。
通
行
の
際
に
は
先
人
た

ち
の
苦
労
を
偲
び
つ
つ
、
安
全
運
転
に
努

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

十
二
月
の
原
木
市
場
へ
の
入
荷
状
況
は
、
前
月
比
二
㌫
減
（
前
年
比
五
㌫
増
）

の
二
六
、
五
二
六
立
方
㍍
と
な
っ
て
い
る
。

　

販
売
量
は
、
前
月
比
八
㌫
減
（
前
年
比
一
㌫
増
）
の
二
五
、
五
一
八
立
方
㍍
と

な
っ
て
い
る
。

　

平
成
二
九
年
一
～
十
二
月
の
取
扱
量
計
は
、
入
荷
量
は
前
年
比
六
㌫
増
の
三
〇

六
、
一
七
一
立
方
㍍
、
販
売
量
は
前
年
比
五
㌫
増
の
三
〇
二
、
九
〇
五
立
方
㍍
と

な
っ
て
い
る
。

　

一
月
の
価
格
は
保
合
い
と
な
っ
て
い
る
。

二
つ
の
米
沢
街
道
（
栗
子
峠
と
大
峠
）

　

平
成
二
九
年
十
一
月
、
東
北
中
央
道
福

島
大
笹
生
Ｉ
Ｃ
～
米
沢
北
Ｉ
Ｃ
の
間
が
開

通
し
、
福
島
・
米
沢
間
の
所
要
時
間
が
約

二
十
分
短
縮
す
る
と
と
も
に
、
栗
子
峠
の

冬
期
間
の
通
行
の
安
全
性
と
利
便
性
が
大

き
く
向
上
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

福
島
～
米
沢
間
、
米
沢
～
会
津
間
の
街

道
は
、と
も
に
「
米
沢
街
道
」
と
呼
ば
れ
、

福
島
～
米
沢
～
会
津
を
結
ぶ
歴
史
あ
る
道

で
す
。

　

福
島
か
ら
米
沢
へ
の
道
は
、
古
く
は
福

島
市
庭
坂
か
ら
板
谷
峠
を
経
由
し
て
米
沢

へ
抜
け
る
「
板
谷
街
道
」
で
、
現
在
の
山

形
新
幹
線
の
ル
ー
ト
に
近
い
も
の
で
し

た
。
明
治
時
代
に
県
令
（
県
知
事
）
三
島

通
庸
が
難
工
事
の
末
に
「
万
世
大
路
」
を

開
き
、
栗
子
峠
が
主
要
な
ル
ー
ト
と
な
り

ま
し
た
。
以
後
、
昭
和
初
期
、
昭
和
三
〇

年
代
の
新
道
開
設
を
経
て
、
東
北
中
央
道

は
四
代
目
に
あ
た
る
そ
う
で
す
。

　

一
方
、
江
戸
時
代
ま
で
の
会
津
若
松
・

喜
多
方
か
ら
米
沢
へ
向
か
う
ル
ー
ト
は
、

北
塩
原
村
檜
原
か
ら
ま
っ
す
ぐ
北
上
し
て

檜
原
峠
を
越
え
る
も
の
で
し
た
が
、
こ
ち

ら
も
明
治
時
代
に
三
島
通
庸
が
「
大
峠
」

宗　

形　

陽　

幸

会
津
農
林
事
務
所

素材の価格〈工場着価格〉（１月15日現在）
（単位：㎥当り千円）

区　分
形　　量

材質 樹 種
会　津　共　販 い　　わ　　き

径（㎝）長さ（ｍ） 当　　月 前月差 当　　月 前月差

一
般
用
材

12以下

4.00

並 カラマツ （ 0～ 0） 7 （ 6～ 9） 0

13～14 並 カラマツ （ 0～ 0） 8 （ 7～ 8） 0

16以上 並 カラマツ （ 0～ 0） 10 （ 9～11） 0

区　分
形　　量

材質 樹 種
中 通 り 地 方 会　津　地　方 浜 通 り 地 方 県　　平　　均

径（㎝）長さ（ｍ） 当　　月 前月差 当　　月 前月差 当　　月 前月差 当　　月 前月差

一　
　

般　
　

用　
　

材

小
 5～ 9

4.00
並

スギ
9 （ 8～10） 0 （ 0～ 0） 9 （ 8～ 9） 0 9 （ 8～10） 0

10～14 並 12 （11～12） 0 （ 0～ 0） 11 （11～12） △1 12 （11～12） 0

中

14～22

3.00
並 スギ 13 （12～14） 0 11 （11～11） 0 12 （12～12） △1 12 （11～14） 0

並 ヒノキ 20 （15～24） 0 （ 0～ 0） 15 （15～15） 0 17 （15～24） 0

6.00
並 スギ 16 （15～17） 0 11 （10～12） 0 16 （16～16） 0 15 （10～17） 0

並 ヒノキ 30 （25～35） 0 （ 0～ 0） 20 （17～24） △1 25 （17～35） 0

20～28

3.65 並
スギ

15 （11～21） 3 11 （10～12） 0 12 （12～12） 0 13 （10～21） 1

4.00 並 12 （11～13） 0 12 （12～12） 0 12 （12～12） 0 12 （11～13） 0

4.00 並
アカマツ

9 （ 7～11） 0 （ 0～ 0） 10 （ 9～10） △1 9 （ 7～11） △1

1.80 並 8 （ 5～11） 0 12 （12～12） 0 7 （ 6～ 7） 0 8 （ 5～12） 0

外　
　
　

材

米
材（
定
尺
）

30以上 10.00
並 米ツガ （ 0～ 0） （ 0～ 0） 28 （28～28） 0 28 （28～28） 0

並 米マツ （ 0～ 0） 30（30～30） 0 30 （29～30） 0 30 （29～30） 0
北
洋
材（
定
尺
）

28以下

3.80 並 エゾマツ （ 0～ 0） （ 0～ 0） 28 （27～28） 0 28 （27～28） 0

4.00
並 アカマツ （ 0～ 0） （ 0～ 0） 25 （25～25） 0 25 （25～25） 0

並 カラマツ （ 0～ 0） 16 （16～16） 0 26 （25～27） 0 23 （16～27） 0

パルプ
用　材

並 マツ 6 （ 6～ 6） 0 （ 0～ 0） 5 （ 5～ 5） 0 6 （ 5～ 6） 0

並 広葉樹 9 （ 9～ 9） 0 （ 0～ 0） 6 （ 6～ 6） 0 8 （ 6～ 9） 0

注）１．前月差の△印は値下りを示す。
　　２．（　）内は各地域の価格幅、（　）外は各

地域の平均的価格を示す。
　　３．一般用材カラマツは工場着価格ではなく、

福島県森林組合連合会の会津共販所・い
わき木材流通センターの素材市売価格を
示す。

　　４．各地域の価格について、異常値が生じた
場合には県平均算出から除く場合がある。

会津と米沢を結ぶ大峠トンネル
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お知らせコーナー

福

島

県

福
島
県
内
四
森
林
管
理
署

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

福
島
県
森
林
組
合
連
合
会

福
島
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会

福
島
県
農
林
種
苗
農
業
協
同
組
合

ふ
く
し
ま
緑
の
森
づ
く
り
公
社

森
林
研
究
・
整
備
機
構
福
島
水
源
林
整
備
事
務
所

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

（
福
島
市
中
町
五
番
一
八
号
県
林
業
会
館
内
）

水

戸

典

明

陽

光

社

印

刷

株

式

会

社

　
　
　
　
　
　
（
定
価　

一
〇
八
円
）

編　

集

発　

行

発
行
人

はなしの
ひろば

乾
　
　
　
杯

表紙の写真
　

い
よ
い
よ
桜
の
蕾
が
膨
ら
み
始
め
て
き
た
。
身
に
纏
っ
て
い
た
冬
の
コ
ー
ト
を
片
付

け
、
ま
た
新
し
い
春
を
迎
え
た
よ
う
で
思
い
切
り
深
呼
吸
を
し
て
み
る
。
体
の
中
で
縮
こ

ま
っ
て
い
た
気
や
心
が
春
の
気
で
膨
ら
ん
で
い
く
。
春
の
匂
い
も
ま
た
い
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
四
月
は
、
お
花
見
や
歓
迎
会
の
季
節
。
お
酒
を
飲
む
機
会
が
増
え
る
と
い

う
も
の
。
そ
の
宴
に
入
る
前
の
「
乾
杯
」
は
つ
き
も
の
だ
。
何
気
な
く
い
つ
も
し
て
い
る

こ
の
行
為
、
実
は
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
時
代
に
、
お
酒
に
は
悪
魔
が
宿
っ
て
い
て
そ
の
ま

ま
飲
む
と
悪
魔
に
憑
り
つ
か
れ
る
、
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
グ
ラ
ス
を
合
わ
せ

て
音
を
立
て
悪
魔
を
追
い
払
う
と
い
う
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。

　

し
か
し
、
な
ぜ
お
酒
に
は
悪
魔
が
宿
っ
て
い
る
と
思
っ
た
の
だ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
そ
の

当
時
、
ま
だ
醸
造
の
技
術
も
進
ん
で
な
く
悪
酔
い
を
す
る
中
世
人
が
多
く
、
こ
れ
は
悪
魔

の
仕
業
に
違
い
な
い
、
と
思
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
悪
魔
払
い
ま
で
し
て
飲
み
た
い

と
い
う
に
は
、
そ
れ
な
り
の
「
酔
の
美
学
」
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

一
方
、
日
本
で
は
、
自
然
へ
の
敬
意
を
示
し
た
お
酒
造
り
そ
の
も
の
が
神
事
で
あ
る
。

日
本
人
の
暮
ら
し
に
は
八
百
万
の
神
様
が
い
て
、「
お
神
酒
」
を
始
め
、
お
酒
は
人
と
神

様
を
取
り
持
つ
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
江
戸
時
代
か
ら
の
清
酒
は
、
清
い
酒
な
の
で
悪
魔

の
立
ち
入
る
隙
は
な
い
。

　

こ
の
乾
杯
を
「
地
元
の
お
酒
（
日
本
酒
、
焼
酎
、
ワ
イ
ン
等
々
）
で
」
と
乾
杯
条
例
を

決
め
て
い
る
地
方
自
治
体
は
今
や
一
〇
〇
を
超
え
る
。
常
滑
市
、
波
佐
見
町
（
長
崎
県
東

彼
杵
郡
）
や
喜
多
方
市
は
地
元
産
の
酒
器
で
乾
杯
を
推
進
す
る
条
例
を
施
行
し
て
い
る
。

が
、
条
例
は
条
例
と
し
て
、
乾
杯
は
、
や
は
り
喉
ご
し
の
い
い
麦
酒
が
圧
倒
的
に
人
気
だ

と
い
う
。

　

何
は
と
も
あ
れ
、
高
ら
か
に
グ
ラ
ス
を
あ
わ
せ
、
悪
魔
を
払
い
、
宴
が
い
い
時
間
と
な

り
ま
す
よ
う
に
「
乾　

杯
！
」。 
（
都
）

「森の中」
　第32回ふくしま緑の写真コン
クール特選
受賞者　田子保浩さん（いわき市）
撮影場所：只見町

平成30年度

１．趣　　旨　一般財団法人福島県林業会館（以下、林業会館という）は公益事業としてフォレスト助成
金（協賛）事業を募集します。

２．総　　額　5,000千円

３．募集事業の内容
　⑴　対象事業
　　　イ．森林の整備　ロ．木材の利活用　ハ．特用林産の振興　ニ．森林・林業教育学習
　　　ホ．森林とのふれあい推進　ヘ．森林・林業に関するその他必要と認める事業
　⑵　事 業 費
　　　一事業あたりの助成金（協賛）額は、原則として20万円以内です。

４．助成（協賛）対象者
　⑴　県内の林業に携わる県内所在の団体であること
　⑵　交付条件を遵守することが確実であること
　⑶　交付金によって目的事業を実施することが確実であること

５．申請方法
　⑴　申　請　手　続　事業の目的、内容、交付申請額を福島県林業会館事務局まで提出する。
　　　　　　　　　　　詳細は事務局まで電話でお問い合せください。
　⑵　事業の実施期間　平成30年４月１日から１年以内
　⑶　受　付　期　間　平成30年４月２日から５月末日まで

６．事業の採択決定　林業会館が設置する「フォレスト助成金審査委員会」で選定します。

７．応 募 先　〒960-8043　福島市中町５番18号　一般財団法人福島県林業会館事務局あて
　　　　　　　　　TEL・FAX 024-522-2407

一般財団法人福島県林業会館
フォレスト助成金（協賛）事業の募集要項



山火事で受けた
損害

《ご相談・お申し込みは》
◆福島県森林組合連合会
　TEL024-523-0255㈹
　または最寄りの森林組合

《保険の対象となる森林》
　竹林や人手の全く入らない天然林を
除き、面積が0.01ha以上であれば、
樹種、林齢に加入制限はありません。

備えのパートナー  森林保険
こんな災害からあなたの山を守ります。

火災1
暴風による根返
り、幹折れなどの
損害

風害2
豪雨、洪水による
埋没、水没、流失
などの損害

水害3

凍結、寒風などに
よる枯死などの損
害

凍害6
潮風、潮水浸水な
どによる枯死など
の損害

潮害7
火山噴火による焼
損、幹折れ、埋没、
根返りなどの損害

噴火災8

大量の積雪によ
る幹折れ、根返り
などの損害

雪害4
乾燥による枯死な
どの損害

干害5

傾斜地に対応した全旋回チルトプロセッサ
・最大38度のチルト機能により傾斜地での作業性が大幅に向上

・全旋回ローテータにより油圧ホースが絡む心配不要

・サイドカッター解除機能により曲がり材に対応

・大容量油圧システムと強化型送りモータによるパワフルな送材

www.iwafuji.co.jp

（ 北関東支店） 福島県郡山市八山田5-314
TEL 024-973-5166 FAX 024-973-5168

（ 本社・工場 ） 岩手県奥州市水沢字桜屋敷西5-1
（ 支 店 ） 札幌･東北･北関東･関東･中部・関西･九州

For the future with forest

GP-35Bグラップルプロセッサ

最新のGP‐8コントローラを搭載
・5.7インチカラー液晶ディスプレイによる多彩な

情報表示

・感圧式タッチパネル採用により操作性が向上

・A,B,C,Dの4コード毎に4種類、合計16種類の測

長設定値

・樹種を4種類登録でき、個別に材長調整値の

設定が可能

新開発のスタッドローラ(オプション)
・鉄輪の全周に装着された無数の

スタッド（鋲）が材を強力に捉え、

送りモータのトルクを伝えます。

・特殊形状のスタッドを一体化した

シンプルな構造で、メンテナンス

イワフジのGPシリーズ
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人と共に　緑と共に

うねめ
林業機械

人と共に　緑と共に

R

For Professional

For Professional

GZ3950EZ
GZ4350EZ

BCZ275GW-DC ZHM1550RR SR3100

刈幅：1500mm 出力 : 27.5kW 破砕径：200mm 出力 : 18.4kW

排気量 25.4cc

排気量 39.1cc

排気量 43.1cc

ハスクバーナ・ゼノア㈱ 福島県代理店

㈲ うねめ林業機械㈲ うねめ林業機械
TEL(024)952-2657 ・ FAX(024)951-7775 〒963-0211 郡山市片平町字薪蟻塚 108-1

For Professional

BCZ275GW-DC


